
マイナンバーカード
つくりませんか？

新宿区
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マイナンバー制度について

• 平成27年10月５日から社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）

が始まりました。マイナンバー制度は、公平・公正な社会の実現、

国民の利便性の向上、行政の効率化のための社会基盤です。

• マイナンバーは、住民票を有する全ての方１人ひとり

がもつ12桁の番号です。社会保障・税・災害対策の

分野の中の、法律や条例で定められた行政手続で

マイナンバーを利用します。

※具体的には年金、雇用保険・医療保険の手続、

生活保護や児童手当福祉の給付、確定申告等の

税の手続などです。

• マイナンバーは個人番号通知書でお知らせします。

• 希望される方に顔写真付きのマイナンバーカードが交付されます。



個人番号通知書について
• マイナンバーの通知は、令和２年５月２５日より、「通知カード」を送付する方法から

「個人番号通知書」を送付する方法に変わりました。

・

【通知カード】
平成２７年１０月５日～令和２年５月２４日

【個人番号通知書】
令和２年５月２５日～

個人番号通知書は、出生又は国外から

の転入などにより、新たに住民票に記

載された方に対して郵送されます。

※マイナンバーを証明する書類や、本

人確認書類としては利用できません。

通知カードはマイナンバーの確認のために利用

することができます。

社会保障・税・災害対策における各種手続きで

マイナンバーの確認を行う際、通知カードと一

緒に運転免許証・旅券などの本人確認書類の提

示が必要となります。

※本人確認書類としては利用できません。

※券面に記載の住所等が変更になった場合は、マイナン

バー確認書類として利用できないことがあります。



マイナンバーカード（個人番号カード）について

• マイナンバーカードは、顔写真付きのプラスチック製のＩＣカードで、表面に氏名、住所、

生年月日、性別が記載され、裏面にマイナンバーが記載されています。

表 裏
住所や氏名の変更
などがあった際は
市区町村の窓口で
新しい内容を追記
します。

裏面をコピーする
ことができるのは
行政機関や雇用主
など法令で定めら
れた者だけです。

• マイナンバーカードは、マイナンバーの確認のほか、本人確認書類として利用することができます。

また、マイナンバーカード（利用者証明用電子証明書が発行されているものに限る）を利用して、コンビニ等

のマルチコピー機で、「住民票の写し」、「印鑑登録証明書（印鑑登録をしている方のみ）」及び「特別

区民税・都民税の課税（非課税）・納税証明書」を取得することができます。



マイナンバーカード（個人番号カード）は本当に安全なの？

表 裏

➢顔写真付きのためなりすましはできません

➢特殊加工で簡単には写真の張り替えはできません

➢ICチップには氏名などカードに記載されている情報
しか記録されていません。
税・年金・預金残高などプライバシー性の高い情報
は記録されていません

➢アプリ毎に設定した暗証番号を一定数間違うと機能

がロックされます

➢不正に情報を読み出そうとすると、ICチップが壊れ

る仕組みです

マイナンバー制度が導入されても、従来どおり個人情報は各行政機関等が保有し（所得税

の情報は税務署、住民税の情報は区というように）個人情報を分散して管理します。他の

機関の個人情報が必要になったときは、情報提供ネットワークを使用して照会・提供がで

きるようにします。通信は暗号化されるなどマイナンバーを使って個人情報を盗み出すこ

とができない安全・安心な仕組みになっています。

安心してください！万全のセキュリティ対策

集中管理ではなく分散管理！

➢個人番号を見られても個人情報は盗まれません

紛失・盗難の場合は２４時間３６５日一時停止が可能

連絡先：マイナンバー総合フリーダイヤル

☎０１２０－９５－０１７８
✋
Stop



マイナンバーカード（個人番号カード）の申請方法について

１ 郵便による申請

通知カードまたは個人番号通知書に付属している「個人番号カード交付申請書」に顔写真を貼り、必要事項を記入して、返

信用封筒に封入の上、郵便ポストに投函します。

①氏名・住所等

あらかじめ印刷されている氏名・住所等が変更になった場合は、変更箇所に二重線を引いて、

手書きで新しい内容に修正することにより使用することができます。

②電話番号

電話番号は日中つながりやすい番号を記入してください。

③外国人住民の区分等

記載内容が違う場合は使用することができません。区市町村窓口にお問合せ下さい。

④点字表記の希望の有無

氏名の点字表記を希望する場合は□を塗りつぶしてください。

⑤申請日・申請者氏名

申請日と申請者本人の氏名を必ず記入してください。

⑥顔写真貼付欄

無帽・正面・無背景で最近６か月以内に撮影したものを貼り付けてください。

⑦電子証明書発行希望の有無

発行を希望しない電子証明書がある場合は□を塗りつぶしてください。

・通知カードに付属の交付申請書は、ミシン目に沿って切り取って使用してください。

①

② ③

④

⑤

⑥

⑦



マイナンバーカード（個人番号カード）の申請方法について

２ インターネットによるオンライン申請

デジタルカメラ・スマートフォン等で顔写真を撮影し、保存した後、申請用ＷEBサイトにアクセスします。必要事項を入力

し、顔写真を添付して送信します。

※申請書ID（半角数字23桁）のない申請書では申請できません。

◆申請用WEBサイト

https://www.kojinbango-card.go.jp/kofushinse/pc.html

※QRコードのある申請書では、QRコードを読み取り上記サイトにアクセスできます。

３ まちなかの証明用写真機による申請

タッチパネルから「個人番号カード申請」を選択し、撮影用のお金を入れて、個人番号カード交付申請書のＱＲコードを

バーコードリーダーにかざします。必要事項を入力し、顔写真を撮影して送信します。

※対応している証明用写真機に限ります。

※ＱＲコードのない申請書では申請できません。

https://www.kojinbango-card.go.jp/kofushinse/pc.html


４ マイナンバーカードオンライン申請サポートサービスによる申請

申請書IDやQRコードが記載されている交付申請書をお持ちでない方は、区役所本庁舎の戸籍住民課又は特別出張所の窓口で

発行を依頼してください。交付申請書の受け取りには本人確認書類が必要です。

申請書のＩＤまたはＱＲコードを使用して、区の担当者がその場で、申請に必要な写真撮影から申請までのお手伝いをし

ます。区役所本庁舎戸籍住民課の窓口のみで実施しています。

※申請書ID（半角数字23桁）のない申請書では申請できません。

マイナンバーカードの申請をしたら

マイナンバー（個人番号）カードは地方公共団体システム機構（J-LIS）で作成され、区に納品されます。マイナンバーカー

ドを交付する準備ができましたら、「個人番号カード交付通知書」を住民票の住所あてに普通郵便（転送不要）で郵送して

お知らせします。

同封のご案内に従い、事前にインターネットまたは電話で受け取り窓口と日時の予約をしていただき、予約した日時にご本

人がお越しください。必要書類等も同封のご案内に従って用意をしてください。

マイナンバーカード（個人番号カード）の申請方法について



マイナポータルについて

• マイナポータルは、政府が運営するWebサイトです。国民一人ひとりのポータルサイトとして、
様々なサービスが利用可能となっています。

マイナポータルのご
利用には以下のもの
が必要です。

①マイナンバーカード

②パソコン、スマート
フォン等のインター
ネットアクセス端末

③ICカードリーダライ
タまたはカード読取
対応スマートフォン

④電子証明書を利用
するためのアプリ
（マイナポータルAP）



電子証明書について
• マイナンバーカードには、利用者証明用電子証明書と、署名用電子証明書の２種類の電子証明書が
標準搭載されます。

電子証明書

証明書
の名称

利用者証明用電子証明書 署名用電子証明書

用 途
マイナポータルのログインやコンビニ交付サービス等、
本人であることの認証手段として利用

e-Taxを利用した確定申告等、文書を伴う電子申請で利用

暗証番号
４桁

数字のみ

６～１６桁

アルファベットの大文字と数字の組み合わせ

有効期間
発行日から5回目の誕生日まで

発行日から5回目の誕生日まで（ただし、5回目の誕生日が利用
者証明用電子証明書の有効期間を超える場合は、利用者証明用
電子証明書の有効期間まで）
※氏名、旧氏、通称、住所、生年月日、性別のいずれかに変更
があった場合は有効期間内でも自動的に失効

※マイナンバーカードの失効時は、同時に両方の電子証明書も失効

更 新 有効期間満了日の３か月前から更新可能

手数料
〇マイナンバーカードの初回交付時に発行する場合は無料
〇マイナンバーカードの再交付時に発行する場合は200円

その他
電子証明書の発行を希望しない場合は、以下の２通りの方法により、発行しないことができます。
①マイナンバーカード交付時に発行を希望しない旨を申し出る
②マイナンバーカード申請時に発行を希望しない電子証明書の□(枠)を塗りつぶして申請する



健康保険証利用について

マイナンバーカードは、

マイナポータルで利用の

申込をすることで、健康

保険証として利用する

ことができます。



お問い合わせ先

〇マイナンバー制度全般に関すること

・マイナンバー総合フリーダイヤル ０１２０－９５－０１７８

【受付時間】平 日：午前９時３０分～午後８時

土日祝：午前９時３０分～午後５時３０分（年末年始を除く）

※マイナンバーカードの紛失・盗難による一時利用停止については、２４時間３６５日受け付けています。

【外国語対応】英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語

マイナンバー制度、マイナポータルに関すること ０１２０－０１７８－２６

個人番号通知、マイナンバーカード、紛失・盗難による一時利用停止

０１２０－０１７８－２７

・マイナンバー（社会保障・税番号制度）ホームページ（内閣府）

http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/

・マイナンバーカード総合サイト（地方公共団体情報システム機構）

https://www.kojinbango-card.go.jp/

〇このパンフレットに関すること

・新宿区地域振興部戸籍住民課 ０３－５２７３－３６０１

http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/

